
「
合
併
に
つ
い
て
説
明
会
は
開
か
な
い
ん
で
す
か
？
」 

 

近
藤
町
長
は
合
併
協
議
会
が
ま
と
ま
り
次
第
、
住
民
説
明
会
を

開
く
と
い
っ
て
い
ま
す
。 

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
決
ま
っ
て
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」 

 

「
合
併
は
町
長
と
議
員
だ
け
で
決
め
る
モ
ノ
？
」 

「
現
在
住
ん
で
い
る
住
民
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
遠
い
将
来
、
ま
だ
生

れ
て
い
な
い
子
供
た
ち
の
将
来
に
も
影
響
す
る
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す

か
ら
、
こ
れ
は
現
在
の
首
長
と
、
そ
し
て
議
員
さ
ん
が
政
治
的
信
条
を

か
け
て
苦
渋
の
決
断
の
中
で
決
定
す
べ
き
課
題
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
一
切
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
」 

（
平
成
十
九
年
第
一
回
一
宮
町
議
会
定
例
会
に
お
け
る
答
弁 

要
旨
） 

 

私
た
ち
に
は
、
合
併
に
つ
い
て
考
え
る
能
力
も
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。
い
い
え
！
そ
ん
な
は
ず
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

私
た
ち
住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
一
つ
が
、
住
民
投
票
な
の
で
す
。 

「
住
民
投
票
っ
て
何
で
す
か
？
」 

 

住
民
生
活
に
か
か
わ
る
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
は
、
そ
の
賛
否

に
つ
い
て
、
住
民
に
よ
る
投
票
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
に
は
、
住
民
投
票
に
関
す
る
条
例

を
制
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

署
名
に
ご
協
力
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

 

住
民
説
明
会
を
行
い
、
そ
し
て
住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
を

近
藤
町
長
に
要
望
し
ま
す
。 

 

国
も
、
合
併
に
関
し
て
は
、
住
民
投
票
を
す
る
の
は
「
適
当
で
あ
る
」

と
考
え
て
い
ま
す
。
（
裏
面
参
照
） 

   

みんなで決めよう！ 考えよう！ 

住民説明会と住民投票の実施を要望します 

町長さんは、 

こう言っています。

未
来
の
上
総
一
宮
を
つ
く
る
会 
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※
署
名
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、
会
の
主
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
は

是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
！ 



「
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
住
民
自
身
の

意
思
を
問
う
住
民
投
票
制
度
の
導
入
を

図
る
こ
と
が
適
当
」 

二
〇
〇
〇
年 

政
府
地
方
制
度
調
査
会
第
二
六
次
答
申 

政
府
の
地
方
制
度
調
査
会
は
、
住
民
投
票
制
度
の
制
度

化
が
議
論
の
対
象
と
な
っ
た
二
〇
〇
〇
年
の
第
二
六
次

答
申
に
お
い
て
、
住
民
投
票
を
代
表
民
主
制
の
補
完
的
制

度
と
し
て
引
続
き
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、

「
た
だ
、
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
①
ま
さ
に
地
方
公

共
団
体
の
存
立
そ
の
も
の
に
関
わ
る
重
要
な
問
題
で
あ

る
こ
と
、
②
地
域
に
限
定
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
地
域
に
住
む
住
民
自
身
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票

制
度
の
導
入
を
図
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
は
っ
き
り

述
べ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
合
併
の
是
非
を
含
め
た
住
民
投
票
は
、

ま
さ
に
市
町
村
合
併
問
題
に
最
も
適
切
な
地
方
制
度
上

の
法
的
手
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 
合
併
と
自
立
の
検
証
」

盛
況
の
う
ち
開
催 

さ
る
七
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

合

併
と
自
立
の
検
証
」
に
は
、
三
五
〇
人
以
上
の
方
々
が
ご
参

集
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

総
務
省
合
併
推
進
課
・
下
仲
宏
卓
氏
、
都
留
文
科
大
学
・

大
和
田
一
紘
氏
、
京
都
大
学･

岡
田
知
弘
氏
、
そ
し
て
矢
祭
町

前
町
長
・
根
本
良
一
氏
の
四
人
の
講
師
に
よ
る
熱
弁
の
た
め
、

予
定
の
時
間
を
一
時
間
ほ
ど
超
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

最
後
の
質
疑
応
答
の
時
間
ま
で
、
多
く
の
方
が
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

準
備
段
階
で
は
、
地
域
の
方
々
の

お
志
の
み
に
頼
っ
て
お
り
、
資
金
的

に
か
な
り
苦
し
い
状
況
で
し
た
が
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
に
は
、
ご
来
場

の
方
々
か
ら
多
く
の
カ
ン
パ
を
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

要望書への署名にご協力をお願いいたします。 
私たちは、合併に関する説明会と住民投票の実施について、以下

のように近藤町長へ要望するための署名をお願いしています。よろ

しくご協力下さいますようお願い申し上げます。 

 

「合併に関する是非を問う住民投票の実施」に関する要望 
 

 私たちの愛する一宮町は、海・山・川・水田と、農地や自然環境に

も恵まれた場所です。鉄道や道路網にも恵まれ都心からも通勤可能な

便利な土地柄に、かつては数々の文化人や政・財界の著名人等の別荘

地として名を馳せた輝かしい歴史ももっています。都心からの距離や

自然環境のみならず、一宮のたどってきた歴史がそれを支えてきたの

です。 

 今、合併の話し合いが急速に進められています。しかし、私たちに

はその話し合いが現在どこまで、そして、どんな形で進められている

のか全く分からない状況です。住民への説明など無駄・無用とお考え

でしょうか。合併すれば無くなってしまう一宮町の未来について、ど

うして私たち住民に詳しく説明し、問いかけてくれないのですか。 

 これから一宮がどうなってゆくのか、子供達・孫達の世代には活気

ある一宮を取り戻せるのか。次の世代に輝きのある一宮を託すことは

出来るのか。合併に重なって数々の不安がよぎります。百年先の未来

の一宮のために、責任をもった手続きを踏んで、私たちにも、そして

未来の住民達にも責任を果たすような手順をもって決定してください。 

 そこで、私たち一宮町の住民は、以下のように「住民投票条例」を

制定し、一宮町の住民に「合併に関しての充分なる説明を行い」、そし

て「合併の是非を問う住民投票」を実施することを要望いたします。 

 

〔 要望内容 〕 
１．一宮町が、長生郡市への合併に賛同することの是非を住民投票に

より決定すること。 

２．そのために住民投票条例の制定をすること 

３．合併の是非に関する住民投票にあたっては、事前に合併協議やそ

の進行状況についての充分な情報公開と、その内容の長所短所に

ついて明らかにする丁寧な住民説明会を実施すること。 

４．合併協議に関する決定を一宮町議会に諮る以前に住民投票を実施

すること。 


